
なり，その後統計事務の後械化計画が促進され， 大正 15 年鉄道

省経磁局剥査線(現在の国鉄経理局若手まま統計課)に多数統計滋が

配置され，後械統計の体制整備により ， 新しく主要貨物統計と

して昭和 2 ・ 1 から主要貨物 77 品目を調査することとな った。

以米調査品目および統計内容が待代の変遷とともに幾多の変化

を伴ないながら現在に至っている。

この統計は述繍統計の l つで，貨物統計と l関連を有するもの

である。この統計の特色l主主として国鉄線を輸送する率扱貨物

のうち，主要貨物を対象とした品目別輸送ト γ数 ・ ト γ キロお

よび運賃等の災縦を毎月調査し，その巡紛成総を算定するほか，

その他の111扱貨物および一般貨物の輸送実絞を調査して各極の

統計を作成する。この統計は国鉄経営の基本資料，たとえば貨

物輸送計図 ・ 貨物等級および巡賃改正 ・ 施設の改良計画・事rr線

建設青 I- mnおよび収入予算の編成等に利用されるとともに，また

一回には国内における産業分布および物資交流状況をは怨する

ことにより ， 国土開発計画や国 |句の産業 ・ 経済に関する諸俸の

計画策定資料として， 広〈 一般に利用することができる。

この統計は国鉄線および連絡社線発送で， 国鉄線を輸送した

JI1扱貨物のうち， 調査品目として定めた主要貨物について計算

する。ただし購'g貨物 ・ 駐留軍貨物・小口混戦貨物 ・ 事業用貨

物(石炭 ・ 砂幸 11を除いたもの) ・ 榊内巡送貨物および無賃扱貨物

については主主主貨物から除外して，べつに特箆貨物として計算

している。現行の主姿貨物調査品目 11:つぎの 66 品である。

鉱産品 石炭 ・ コ -17 ス ・ 石および石材 ・ 砂利および砂 ・

鉄鉱 ・ 硫化鉱 ・ 石灰石 ・ 銑鉄 ・ 鋼材

林 産 品 店L木 ・ 坑木 ・ 製材 ・ 新 ・ 木炭

-a産品 米 ・ 2長 ・ 大豆・甘しょ ・ 馬鈴しょ ・ 野菜 ・ 林検 ・

柑楠 ・ その他換物 ・ 葉煙草 ・ 飼料

苦1 gg ♂.rゐ ・ 牛 ・ j係

水産品鮮魚 ・ 冷凍魚 ・ 1証乾fl， • ~鼠
化学工業1171 硫酸ア γ モニア ・ 泊燐駿石灰 ・ その他肥料 ・ ソ

ーダ ・ 硫酸 ・ 鉱油 ・ i由脂 ・ 陶磁~m ・ れんがおよび瓦 ・ ガラスお

よびその製品 ・ 石灰 ・ セメ ン ト

儀械工業品 後械

食料工業品 小麦粉) ・ 砂踏・煙草 ・ 酒 ・ 味噌 ・醤i出

繊維工業品 繭 ・ 綿花 ・ 生糸 ・ 絹 ・ 化学繊維糸 ・ 綿糸・絹 ・

化学繊維織物 ・ 綿織物 ・ パノレプ ・ 紙 ・ 新Ilfl用紙

総工業品わら工品

事業用品 事業庁l石炭(有賃 . 1A\賃 7)1]) 。事業用砂利(有賃 ・無

貸別)

この統計を作成するためにもっとも重要であり基本的な素材

は ， )!nにおいて作成する幕放貨物通知1mである。貨物i湿知書に

は発駅 ・ lt駅 ・ 経由 ・ 品名 ・ ト γ数・王I!賃 ・ その他必姿事項が

言Ë!l股され，これらはこの統計作成上のも っ とも必要な事項であ

る。貨物通知l啓は鉄道管恕局経JlJ!部統計官製 (または審査統計稼)

に集められ，ここで毎月統計に必要な基木素材が作成される。

1 主要貨物品目別調査

統計を作製する鉄道管理局統計線は貨物通知l習を整理区分し，

必要な事項を主主百貨物ト γ数および巡11調査表に抜すいし，さ

らにべつに定めた符号表により符号を付したと，月報として毎

月所定の JtJJ 日までに本社経庖l局審査統計放に送付する。本社で

は統計機械によ ってこれを集計製表して主要貨物統計を作成す

る。担襲械作業によるため符号化が必要であり ， 鉄道貨物取扱駅

名符号表(都道府県 ・ 局 ・ 線・駅名の符号) :お よび主要貨物剥査

品目符号表がべつに定めてある。

局において作成する主要貨物 ト γ数および運賃調査表には，

しゅようカs も

発駅(府県 ・ 局 ・ 線 ・ 駅) ・ 社線通過 ・ 駅間キロ程 ・ 着駅(府県 ・

局・線 ・ 駅) ・ 品目 ト γ数 ・ 運賃を抜すいして符号を記入す

る。局は調査表作成主同時にその他貨物についても発駅 ・着駅 ・

ト γ数 ・ 五mを別カードに抜すいし， 総貨物ト Y数 ・ ト γ キロ ・

運賃の計算資料をも作成する。

本社審査統計線は，毎月社線取扱の後払扱の事業用貨物で，

主要貨物に該当するものを貨物通知書(社線から直接本社に送

付)から抜すいして，社線発後払扱主主要貨物トン数および述貨

調査表を作成し，局から送付された調査表とともに統計織によ

って下詑の原表を作成する。

(1) 局別品目別速報原表

(2) 品目本位発駅別l珂制11原表

(3) 品目木位巡紛成総キロ別原表

(4) 品目本位局月IJ明細原表

(5) 品目本位斎駅別i抑制限表

(6) 品目本位府県別i珂制11 1.京表

つぎに原表を晋|釘:して所定の主嬰貨物統計月執行年報) を作成

するのでゐるが，阪裂と月報の関係および月報の内幸子はつぎの

とおりである。

川は鉄道管理局別の品目別発送トン数を計上したもので， 局

見IJおよび全局分の主主E貨物発送トン数を早期に知ることができ

る。

(2), (3) により主要貨物運輸成総を作る。これは全局の主要貨

物輸送突絞であって，品目別の発送ト γ数 ・ ト γ キロおよびJill

貨を計上し， lt 平均輸送キロ， 1 t 平均運賃および lt 1 km 平

均運賃を算定したものである。 (2)の原表により品目別 ・ 局別発

送ト Y数および迎i立を計算して全局分を算定し， (3)の原表によ

り品目別に lkm ごとのト γ キロを計算し品目見IJ ト γ キロを算

定する。

(2) と (5)により Sa 目別駅別発着 ト γ数月報および主要貨物局別

発着トン数および巡1'i:月報をつくる。前者は発送および到箭ト

ソ数を駅別に昔|上し ， 後者ーは局別の発送ト γ数および運賃と到

着ト γ数を計上する。

(2)に より主主E貨物駅月IJ発着関係明細表を作る。発駅本位に|刻

係諸駅別のト γ数を品目別に計上したもので，年報として作成

する。これは年間の発送駅取扱盆と着駅別輸送トソ数を品目別

ζ示したもので， 物資の流動状況を詳細に知ることができる。

(3)に より主袈貨物キロ別輸送ト γ数月報を作る。キロ区画別

に輸送した品目別ト γ数を計上したものである。キロ区画は

lOOkm ま では lO km 刻み， lOOkm 以上は lOOkm 刻みをもっ

て示し，主主~貨物の輸送密度を表わす。

(4)により主要貨物発着関係局別トン数月報を作る。品目見1]に

発局別の関係xf局別にト γ数を計上したもので， 局相互間の主

主E貨物繍送fii を知るとともに，地税別流動状況をも知ることが

できる。

( 5 )に より主要貨物発着関係府県別ト γ数月報を作る。品目別

に発府県日IJの関係xt府県別にト γ数を計上する。

(6)により主嬰貨物特定区間輸送トソ数月報を作る。品目別 ・

区間別(青函航路 ・ 字高航路 ・ |刻門隆道) ・ 上り下 り別の輸送ト

γ数を計上する。

主要貨物巡輸成総月報(年報)にはつぎのものが掲上されてい

る。

主主E貨物巡紛成絞 ・ 主要貨物局別発着 ト γ数および巡f't月報，

主要貨物キロ別輸送トン数月報， 特定区間輸送トン数月報およ

び特Illi貨物ト γ数および巡質表

2 主要貨物等級別調査
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